
88 P&I　ロスプリベンションガイド　第 51号

【発生頻度評価基準】
発生頻度 名目上の発生頻度 確　率

5 一生で繰り返し遭遇するレベル 3/10 の確率

4 一生で複数回遭遇するレベル 3/100 の確率

3 一生で数回遭遇するレベル 3/1,000 の確率

2 一生であまり遭遇することはないレベル 3/10,000 の確率

1 一生で遭遇するのは限りなくゼロに近いレベル 3/100,000 の確率

添付資料 2　数値化するリスクアセスメント指数の目安（判定基準）: 発生頻度

【重大性評価基準】	
レベル 健康・安全 公共への関心 環境への影響 経済的損失 管理システム

4
死亡・公共への

重大影響
全世界的に 
報道される

広範囲・長期
間に及ぶ 

大規模汚染
１億円以上 完全停止

3
重大傷病・公共
への限定的な

影響

国内の 
全国紙で 

報道される
重大な汚染

1 千万円～
１億円

停止の恐れ 
あり

2
軽症・公共への

小さな影響
地方紙に報道

される

限られた範囲
内の中期間の
中規模汚染

500 万円～
１千万円

影響あり

1
軽微な怪我・
公共への影響

なし

めったに 
報道されない

小規模汚染 
あるいは 
汚染なし

500 万円以下 影響なし

添付資料 1　数値化するリスクアセスメント指数の目安（判定基準）: 重大性
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JAPAN P& I CLUB

【リスク評価結果　分類】	
リスク判定 リスクレベル リスク領域 作業実施可否の判断

1

LL 非常に低いリスク
[安全領域 ]

[作業可能 ]
検討したリスク軽減対策を必ず実行し、
リスクを十分低減して作業を行う

2

3

4 L 低いリスク

5

M 中位のリスク
[不安領域 ]
（許容領域・
ALARP領域※）

6

7

8

9

10

H 高いリスク

[危険領域 ]
（許容不可領域）

[作業実施不可 ]
緊急対応等でやむをえず作業を実施す
る必要がある場合でも、安全管理規定
にかかわらず管理責任者の許可なしに

作業を実施してはならない

11

12

13

14

15

16

HH 非常に高いリスク

17

18

19

20

※ ALARP 領域 ： As low as Reasonably Practicable

添付資料 3　リスクアセスメント指数の目安（判定基準）:リスク評価結果と分類
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作作業業前前リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号））
該該当当特特殊殊作作業業：： 評評価価実実施施日日　　　　　　：：   　　　　　　　　年年  　　　　月月　　　　  日日　　～～  　　　　月月  　　　　日日 作作業業区区分分　　：： 定定常常　　・・　　非非定定常常

参参加加者者　　　　　　：： 作作業業場場所所・・作作業業名名：：

①①予予想想さされれるる危危険険ととリリススククのの評評価価 ②②防防止止対対策策//軽軽減減措措置置とと対対策策後後ののリリススクク評評価価

人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他

0 0 0 0

個数 個数
平均 平均

リリススククレレベベルル変変化化 ⇒⇒ 上上記記のの通通りりリリススクク評評価価をを実実施施ししたた。。 リリススクク評評価価のの結結果果、、安安全全作作業業可可能能ででああるるここととをを確確認認ししたた。。 上上記記のの通通りり評評価価ししたたののでで、、対対策策をを実実施施願願うう。。

作作業業可可否否

作作業業責責任任者者署署名名  ：： 船船長長署署名名  ：： 所所属属とと氏氏名名  ::

レレベベルル判判定定：： LLLL １１～～２２（（非非常常にに低低いい）） LL ３３（（低低いい）） MM ４４～～９９（（中中位位）） HH １１００～～１１５５（（高高いい）） HHHH １１６６～～２２００（（非非常常にに高高いい））

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

                                                                            　　（（　　甲甲　　・・　　機機　　・・　　事事　　））

③③会会社社評評価価

リリススクク
（（ｃｃ××ｄｄ））

リリススクク
レレベベルル

採採用用対対策策
リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

発発生生頻頻度度
（（ｃｃ））

重重大大性性（（ｂｂ））

11

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ））
予予想想さされれるる危危険険（（～～ななののでで、、～～ししてて、、〈〈トトララブブルルのの内内容容〉〉ににななるる））

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ）） リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

防防止止対対策策//軽軽減減措措置置

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

22

（ハザード）　
（エ.　個人用保護具の使用）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

33

（ハザード）　
（エ.　個人用保護具の使用）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

44

（ハザード）　
（エ.　個人用保護具の使用）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

（ハザード）　
（エ.　個人用保護具の使用）

合合　　　　計計（（１１～～４４ののみみ）） 合合　　　　計計（（１１～～４４ののみみ））

対対策策前前リリススクク（（平平均均）） 対対策策後後リリススクク（（平平均均））

改改訂訂日日：：２２００XXXX年年XXXX月月XXXX日日 RReevv..  NNoo..  XXXX 保保管管期期間間　　：：　　XX年年

レベル(判定基準参照） レベル(判定基準参照）

最最
終終
評評
価価 可可      　　　　・・        　　　　否否

※※対対策策後後リリススククがが““９９””以以下下ででああるるこことと。。

想定される

リスクとハザード

を記載

発生頻度と重大性を

判定基準を参照して

記入し、掛け算をする

レベル判定する

当てはまる欄

に対策を記入

対策実施後の発生頻

度と重大性を記入し、

リスクレベルを判定

会社は本船の

報告を評価
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船船長長名名　　シシナナリリオオ タタイイトトルル：：

③③　　対対策策、、措措置置実実施施後後のの発発生生頻頻度度・・重重大大性性のの評評価価

XXXXXXXXXXXX 安安全全管管理理シシスステテムム SSMMSS--XXXXXXXXXXXX

リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号）） 実実施施日日時時

船船　　名名

最終重大性 ※リスク管理手順書表2 リスクの重大性を参考に1～4を選択

①健康/安全への影響

最終発生頻度※リスク管理手順書表1 リスクの発生頻度を参考にA～Eを選択

選択した発生頻度

④財政への影響

⑤安全管理システムへの影響

参参加加者者 ②環境への影響

③報道への影響

選択した発生頻度 “XX”で記入 ③の結果から最終リスクを

初期重大性 ※リスク管理手順書表2 リスクの重大性を参考に1～4を選択 ”YY”で記入

　　　　　　　　　　　　①～⑤評価点の平均
①①　　対対策策前前のの初初期期発発生生頻頻度度・・重重大大性性のの評評価価

初期リスクの評価

初期発生頻度※リスク管理手順書表1 リスクの発生頻度を参考にA～Eを選択 ①の結果から初期リスクを 最終リスクの評価

①健康/安全への影響 発発生生頻頻度度
②環境への影響

55 44 33 22 11 リスク：高レベル③報道への影響

④財政への影響 11 リスク：中レベル

⑤安全管理システムへの影響
22 リスク：低レベル

　　　　　　　　　　　①～⑤評価点の平均

33 初期評価：“XX”
②②　　対対策策のの検検討討　　※手順書を参考に代替手段、防止対策、軽減措置を検討

44 最終評価：“YY”
代替手段

重重
大大
性性

改改訂訂：：YYYYYYYY//MMMM//DDDD RReevv..XXXX 保保管管期期間間：：XXXXXX年年

④④　　最最終終評評価価のの検検証証　　※講じた対策、措置は適切で、リスクレベルは下がっているか？

防止対策

軽減措置

作業前評価表で会

社としての項目別

評価を集計して、

必要情報をそれぞ

れの欄に転記する
対策実施前後でリ

スクレベルの変化

を確認

会社の管理部門と

して最終判断
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作作業業前前リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号））

該該当当特特殊殊作作業業：： 評評価価実実施施日日時時　　　　：： ２２００２２11年年  ００４４月月  ００１１日日　　～～  　　　　月月  　　　　日日 作作業業区区分分　　：： 定定常常　　・・　　非非定定常常

参参加加者者　　　　　　：： 作作業業場場所所・・作作業業名名：： XXXXXXXXXX丸丸

①①予予想想さされれるる危危険険ととリリススククのの評評価価 ②②防防止止対対策策//軽軽減減措措置置とと対対策策後後ののリリススクク評評価価

人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他

個数 個数
平均 平均

リリススククレレベベルル変変化化 ⇒⇒ 上上記記のの通通りりリリススクク評評価価をを実実施施ししたた。。 リリススクク評評価価のの結結果果、、安安全全作作業業可可能能ででああるるここととをを確確認認ししたた。。 上上記記のの通通りり評評価価ししたたののでで、、対対策策をを実実施施願願うう。。

作作業業可可否否

作作業業責責任任者者署署名名  ：： 船船長長署署名名  ：： 所所属属とと氏氏名名  ::

レレベベルル判判定定：： LLLL １１～～２２（（非非常常にに低低いい）） LL ３３（（低低いい）） MM ４４～～９９（（中中位位）） HH １１００～～１１５５（（高高いい）） HHHH １１６６～～２２００（（非非常常にに高高いい））

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

荒荒天天航航行行対対策策　　（（　　甲甲　　・・　　機機　　・・　　事事　　））

△△△、　XXX、□□□

③③会会社社評評価価

リリススクク
（（ｃｃ××ｄｄ））

リリススクク
レレベベルル

採採用用対対策策
リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

発発生生頻頻度度
（（ｃｃ））

重重大大性性（（ｂｂ））

11

荒天海域の避航計画の立案を立てず、到着遅延予想時刻を関
係先に連絡しない結果、再スケジュール立案が混乱する

発発生生  頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ））
予予想想さされれるる危危険険（（～～ななののでで、、～～ししてて、、〈〈トトララブブルルのの内内容容〉〉ににななるる））

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ）） リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

防防止止対対策策//軽軽減減措措置置

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇
（ウ.　管理的対策）

到着予定時刻が大幅に変更となる場合は、すぐに連絡

22

船船橋橋内内のの移移動動物物固固縛縛ままたたはは収収納納をを行行わわずず、、移移動動物物がが人人にに当当
たたっってて、、打打撲撲ままたたはは骨骨折折すするる。。ままたたはは、、航航海海計計器器にに当当たたっってて損損傷傷
をを与与ええるる

（ハザード）　 航海計画の見直しが行われていないこと
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

〇
（イ.  工学的対策）

移動物の固縛またはロッカー等への収納

（ウ.　管理的対策）

33

甲甲板板上上ややスストトアア内内のの移移動動物物、、錨錨のの固固縛縛ををせせずず、、そそれれららがが移移動動しし
てて船船体体そそのの他他にに損損傷傷をを与与ええるる、、或或いいはは、、人人身身事事故故発発生生

（ハザード）　 船橋内の移動物
（エ.　保護具等使用の対策）

〇
（ア. 本質的対策）　甲板上やストアの移動物は常時固縛

　　　　  　　航海中、アンカーラッシングは必ず行う

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

44

水水密密ドドアアのの閉閉鎖鎖をを行行わわずず、、そそここかからら浸浸水水しし、、濡濡れれ損損をを生生じじるる。。まま
たたはは、、水水密密ドドアアにに挟挟ままれれてて骨骨折折ををすするる

（ハザード）　 甲板上やストア内の移動物
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

〇
（イ.  工学的対策）

　水密ドアは必ず確実に閉鎖し、必要に応じてLockする

（ウ.　管理的対策）

（ハザード）　 水密ドア
（エ.　保護具等使用の対策）

合合　　　　計計（（１１～～４４ののみみ）） 合合　　　　計計（（１１～～４４ののみみ））

対対策策前前リリススクク（（平平均均）） 対対策策後後リリススクク（（平平均均））

改改訂訂日日：：２２００XXXX年年XXXX月月XXXX日日 RReevv..  NNoo..  XXXX 保保管管期期間間　　：：　　XX年年

レベル(判定基準参照） レベル(判定基準参照）

最最
終終
評評
価価 可可      　　　　・・        　　　　否否

※※対対策策後後リリススククがが““９９””以以下下ででああるるこことと。。
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作作業業前前リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号））
該該当当特特殊殊作作業業：： 評評価価実実施施日日時時　　　　：： ２２００２２11年年  ００４４月月  ００１１日日　　～～  　　　　月月  　　　　日日 作作業業区区分分　　：： 定定常常　　・・　　非非定定常常

参参加加者者　　　　　　：： 作作業業場場所所・・作作業業名名：： XXXXXXXXXX丸丸

①①予予想想さされれるる危危険険ととリリススククのの評評価価 ②②防防止止対対策策//軽軽減減措措置置とと対対策策後後ののリリススクク評評価価

人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他

個数 個数
平均 平均

リリススククレレベベルル変変化化 HH ⇒⇒ MM 上上記記のの通通りりリリススクク評評価価をを実実施施ししたた。。 リリススクク評評価価のの結結果果、、安安全全作作業業可可能能ででああるるここととをを確確認認ししたた。。 上上記記のの通通りり評評価価ししたたののでで、、対対策策をを実実施施願願うう。。

作作業業可可否否

作作業業責責任任者者署署名名  ：： 船船長長署署名名  ：： 所所属属とと氏氏名名  ::

レレベベルル判判定定：： LLLL １１～～２２（（非非常常にに低低いい）） LL ３３（（低低いい）） MM ４４～～９９（（中中位位）） HH １１００～～１１５５（（高高いい）） HHHH １１６６～～２２００（（非非常常にに高高いい））

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

荒荒天天航航行行対対策策　　（（　　甲甲　　・・　　機機　　・・　　事事　　））

△△△、　XXX、□□□

③③会会社社評評価価

リリススクク
（（ｃｃ××ｄｄ））

リリススクク
レレベベルル

採採用用対対策策
リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

発発生生頻頻度度
（（ｃｃ））

重重大大性性（（ｂｂ））

55

予予備備航航海海灯灯のの電電球球がが切切れれてておおりり、、使使用用中中のの電電球球がが切切れれたたのの
でで、、予予備備灯灯にに切切りり替替ええよよううととししたたらら、、２２つつとともも消消灯灯。。無無灯灯
火火ととななっったた

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ））
予予想想さされれるる危危険険（（～～ななののでで、、～～ししてて、、〈〈トトララブブルルのの内内容容〉〉ににななるる））

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ）） リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

防防止止対対策策//軽軽減減措措置置

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇
（ウ.　管理的対策）

      常常にに航航海海灯灯のの点点検検をを行行うう

66

手手摺摺がが損損傷傷ししてていいたたののでで、、船船体体動動揺揺にによよりり体体をを支支ええよよううととししたたらら、、
転転倒倒ししてて打打撲撲・・骨骨折折のの怪怪我我ををすするる

（ハザード）　 航航海海灯灯
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

〇
（イ.  工学的対策）

手手摺摺にに限限ららずず、、損損傷傷ししてていいるるももののはは直直ぐぐにに修修繕繕すするる

（ウ.　管理的対策）

77

甲甲板板上上ににラライイフフラライインンをを展展張張ししななかかっったたののでで、、船船体体動動揺揺時時にに体体をを
支支ええるる手手段段ががななくく、、乗乗組組員員がが転転倒倒ままたたはは海海中中転転落落すするる

（ハザード）　 手手摺摺
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

〇
（イ.  工学的対策）

荒荒天天時時はは必必ずずラライイフフラライインンをを展展張張

〇
（ウ.　管理的対策）

荒荒天天対対策策手手順順書書にに記記載載ががななけけれればば追追記記

〇ややむむななくく作作業業すするる場場合合ラライイフフベベルルトト着着用用しし、、ラライイフフラライインンにに繋繋ぐぐ

88

（（共共通通））各各自自船船室室のの荒荒天天準準備備をを行行わわずず、、転転倒倒、、ままたたはは、、物物がが当当
たたっってて怪怪我我ををすするる

（ハザード）　 ラライイフフラライインンのの未未設設置置
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

〇
（イ.  工学的対策）

居室内の移動物固縛

〇
（ウ.　管理的対策）

居居室室内内はは、、常常にに整整理理整整頓頓

（ハザード）　 各各居居室室内内のの移移動動物物
（エ.　保護具等使用の対策）

合合　　　　計計（（１１～～８８）） 合合　　　　計計（（１１～～８８））

対対策策前前リリススクク（（平平均均）） 対対策策後後リリススクク（（平平均均））

改改訂訂日日：：２２００XXXX年年XXXX月月XXXX日日 RReevv..  NNoo..  XXXX 保保管管期期間間　　：：　　XX年年

レベル(判定基準参照） レベル(判定基準参照）

最最
終終
評評
価価 可可      　　　　・・        　　　　否否

※※対対策策後後リリススククがが““９９””以以下下ででああるるこことと。。
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添付資料　８（甲板部）

船船長長名名 △△△△△△　　シシナナリリオオ タタイイトトルル：：

荒天対策の検討
③③　　対対策策、、措措置置実実施施後後のの発発生生頻頻度度・・重重大大性性のの評評価価

甲板部の荒天対策に関するリスクアセスメント

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号）） 実実施施日日時時 22002211年年44月月11日日

船船　　名名 XXXXXXXX丸丸

最終重大性 ※リスク管理手順書表2 リスクの重大性を参考に1～4を選択

①健康/安全への影響 22

最終発生頻度 ※リスク管理手順書表1 リスクの発生頻度を参考にA～Eを選択

選択した発生頻度 33

Bsn. 甲板手ｘ3名、甲板員 x ２ ④財政への影響 11

計10名 ⑤安全管理システムへの影響 --

参参加加者者 ②環境への影響 --

Capt.、C/O、2/O,、3/O ③報道への影響 --

選択した発生頻度 33 “XX”で記入 ③の結果から最終リスクを

初期重大性 ※リスク管理手順書表2 リスクの重大性を参考に1～4を選択 “YY”で記入

　　　　　　　　　　　　①～⑤評価点の平均 22
①①　　対対策策前前のの初初期期発発生生頻頻度度・・重重大大性性のの評評価価

初期リスクの評価

初期発生頻度※リスク管理手順書表1 リスクの発生頻度を参考にA～Eを選択 ①の結果から初期リスクを 最終リスクの評価

①健康/安全への影響 44 発発生生頻頻度度
②環境への影響 --

55 44 33 22 11 リスク：高レベル③報道への影響 --

④財政への影響 44 11 リスク：中レベル

⑤安全管理システムへの影響 --
22 リスク：低レベル

　　　　　　　　　　　①～⑤評価点の平均 44

33 初期評価：“XX”
②②　　対対策策のの検検討討　　※手順書を参考に代替手段、防止対策、軽減措置を検討

44 最終評価：“YY”
代替手段

重重
大大
性性

改改訂訂年年月月日日 改改訂訂番番号号 保保存存期期間間：：　　XXXX年年

移動物の固縛

傭船者と船舶管理会社との連絡体制強化
④④　　最最終終評評価価のの検検証証　　※講じた対策、措置は適切で、リスクレベルは下がっているか？

防止対策
移動物の固縛

YYeess
傭船者と船舶管理会社との連絡体制強化

講じる対策案を実施することで、リスクレベルは中レベルまで下がる。

軽減措置



95

添
付

資
料

9　
荒

天
対

策
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

機
関

部
1

添付資料　９（機関部１）

作作業業前前リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号））
該該当当特特殊殊作作業業：： 評評価価実実施施日日時時　　　　：： ２２００２２11年年  ００４４月月  ００１１日日　　～～  　　　　月月  　　　　日日 作作業業区区分分　　：： 定定常常　　・・　　非非定定常常

参参加加者者　　　　　　：： 作作業業場場所所・・作作業業名名：： XXXXXXXXXX丸丸

①①予予想想さされれるる危危険険ととリリススククのの評評価価 ②②防防止止対対策策//軽軽減減措措置置とと対対策策後後ののリリススクク評評価価

人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他

個数 個数
平均 平均

リリススククレレベベルル変変化化 ⇒⇒ 上上記記のの通通りりリリススクク評評価価をを実実施施ししたた。。 リリススクク評評価価のの結結果果、、安安全全作作業業可可能能ででああるるここととをを確確認認ししたた。。 上上記記のの通通りり評評価価ししたたののでで、、対対策策をを実実施施願願うう。。

作作業業可可否否

作作業業責責任任者者署署名名  ：： 船船長長署署名名  ：： 所所属属とと氏氏名名  ::

レレベベルル判判定定：： LLLL １１～～２２（（非非常常にに低低いい）） LL ３３（（低低いい）） MM ４４～～９９（（中中位位）） HH １１００～～１１５５（（高高いい）） HHHH １１６６～～２２００（（非非常常にに高高いい））

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

荒荒天天航航行行対対策策　　（（　　甲甲　　・・　　機機　　・・　　事事　　））

△△△、　XXX、□□□

③③会会社社評評価価

リリススクク
（（ｃｃ××ｄｄ））

リリススクク
レレベベルル

採採用用対対策策
リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

発発生生頻頻度度
（（ｃｃ））

重重大大性性（（ｂｂ））

11

機機関関長長・・一一等等機機関関士士はは甲甲板板部部（（船船長長・・一一等等航航海海士士））とと打打ちち
合合わわせせずず、、機機関関部部のの荒荒天天対対策策がが不不十十分分ままたたはは実実施施タタイイミミンン
ググがが遅遅れれるる。。

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ））
予予想想さされれるる危危険険（（～～ななののでで、、～～ししてて、、〈〈トトララブブルルのの内内容容〉〉ににななるる））

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ）） リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

防防止止対対策策//軽軽減減措措置置

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇
（ウ.　管理的対策）

定定例例打打ちち合合せせののみみででななくく、、入入念念にに打打ちち合合わわせせるる。。

22

主主機機、、発発電電機機、、そそのの他他機機器器のの潤潤滑滑油油がが不不十十分分でで、、船船体体動動揺揺
でで低低レレベベルル警警報報がが発発生生ししててトトリリッッププ（（緊緊急急停停止止））

（ハザード）　 特特ににななしし
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

〇
（イ.  工学的対策）

潤潤滑滑油油レレベベルルをを確確認認しし、、必必要要ななららばば補補給給。。スストトレレーーナナのの清清掃掃
（（含含むむ燃燃料料系系ののスストトレレーーナナ清清掃掃））
（ウ.　管理的対策）

33

機機関関室室内内おおよよびび機機関関制制御御室室内内のの移移動動物物のの固固縛縛をを行行わわずず、、ココ
ンンソソーールルそそのの他他にに損損傷傷発発生生、、乗乗組組員員ののがが移移動動物物にに当当たたっってて
負負傷傷

（ハザード）　 潤潤滑滑油油不不足足
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

〇
（イ.  工学的対策）

　　移移動動物物のの固固縛縛

（ウ.　管理的対策）

44

機機関関室室床床面面のの清清掃掃不不十十分分でで、、床床面面のの油油やや水水にによよっってて　　乗乗組組
員員がが滑滑っってて負負傷傷

（ハザード）　 移移動動物物
（エ.　保護具等使用の対策）

〇〇
（ア. 本質的対策）

事事前前にに床床面面清清掃掃。。そそのの後後もも都都度度ふふきき取取りり

〇〇
（イ.  工学的対策）

必必要要にに応応じじてて、、滑滑りり止止めめ対対策策実実施施

（ウ.　管理的対策）

（ハザード）　 床床面面のの油油やや水水
（エ.　保護具等使用の対策）

合合　　　　計計((11～～４４ののみみ）） 合合　　　　計計((11～～４４ののみみ））

対対策策前前リリススクク（（平平均均）） 対対策策後後リリススクク（（平平均均））

改改訂訂日日：：２２００XXXX年年XXXX月月XXXX日日 RReevv..  NNoo..  XXXX 保保管管期期間間　　：：　　XX年年

レベル(判定基準参照） レベル(判定基準参照）

最最
終終
評評
価価 可可      　　　　・・        　　　　否否

※※対対策策後後リリススククがが““９９””以以下下ででああるるこことと。。
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添付資料　１０（機関部２）

作作業業前前リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号））
該該当当特特殊殊作作業業：： 評評価価実実施施日日時時　　　　：： ２２００２２11年年  ００４４月月  ００１１日日　　～～  　　　　月月  　　　　日日 作作業業区区分分　　：： 定定常常　　・・　　非非定定常常

参参加加者者　　　　　　：： 作作業業場場所所・・作作業業名名：： XXXXXXXXXX丸丸

①①予予想想さされれるる危危険険ととリリススククのの評評価価 ②②防防止止対対策策//軽軽減減措措置置とと対対策策後後ののリリススクク評評価価

人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他

個数 個数
平均 平均

リリススククレレベベルル変変化化 HH ⇒⇒ MM 上上記記のの通通りりリリススクク評評価価をを実実施施ししたた。。 リリススクク評評価価のの結結果果、、安安全全作作業業可可能能ででああるるここととをを確確認認ししたた。。 上上記記のの通通りり評評価価ししたたののでで、、対対策策をを実実施施願願うう。。

作作業業可可否否

作作業業責責任任者者署署名名  ：： 船船長長署署名名  ：： 所所属属とと氏氏名名  ::

レレベベルル判判定定：： LLLL １１～～２２（（非非常常にに低低いい）） LL ３３（（低低いい）） MM ４４～～９９（（中中位位）） HH １１００～～１１５５（（高高いい）） HHHH １１６６～～２２００（（非非常常にに高高いい））

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム

荒荒天天航航行行対対策策　　（（　　甲甲　　・・　　機機　　・・　　事事　　））

△△△、　XXX、□□□

③③会会社社評評価価

リリススクク
（（ｃｃ××ｄｄ））

リリススクク
レレベベルル

採採用用対対策策
リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

発発生生頻頻度度
（（ｃｃ））

重重大大性性（（ｂｂ））

55

避避航航にによよるる航航走走距距離離増増加加でで燃燃料料消消費費がが増増ええてて、、燃燃料料不不足足

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ））
予予想想さされれるる危危険険（（～～ななののでで、、～～ししてて、、〈〈トトララブブルルのの内内容容〉〉ににななるる））

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ）） リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

防防止止対対策策//軽軽減減措措置置

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇
（ウ.　管理的対策）

残油量（ROB)は常時把握

66

エエレレベベーータターーのの使使用用禁禁止止をを周周知知せせずず、、船船体体動動揺揺にによよっってて安安全全装装
置置がが働働きき、、乗乗組組員員がが閉閉じじ込込めめらられれたた

（ハザード）　 燃燃料料油油
（エ.　保護具等使用の対策）

〇
（ア. 本質的対策）

エエレレベベーータターーがが利利用用ででききなないいよよううにに電電源源をを切切るる

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

77

主主機機のの過過負負荷荷運運転転、、過過給給機機（（タターーボボ））ののササーージジンンググ対対応応、、レレーーシシ
ンンググ対対応応をを検検討討ししななかかっったたののでで、、主主機機ががトトリリッッププすするる

（ハザード）　 エエレレベベーータターー
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

〇

（イ.  工学的対策）

船船長長とと情情報報交交換換しし、、主主機機のの負負荷荷をを確確認認ししななががらら、、必必要要にに応応じじ
てて減減速速すするる

（ウ.　管理的対策）

88

荒荒天天にによよるる船船体体動動揺揺でで、、燃燃料料系系スストトレレーーナナにに目目詰詰ままりりがが発発生生しし、、
主主機機ままたたはは発発電電機機ががトトリリッッププすするる

（ハザード）　 過過給給機機（（タターーボボ））
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇

（ウ.　管理的対策）

荒荒天天遭遭遇遇前前、、荒荒天天航航海海中中はは頻頻繁繁ににスストトレレーーナナのの切切りり替替ええ、、清清掃掃をを
行行うう

（ハザード）　 燃燃料料系系スストトレレーーナナ
（エ.　保護具等使用の対策）

合合　　　　計計((１１～～８８）） 合合　　　　計計((１１～～８８））

対対策策前前リリススクク（（平平均均）） 対対策策後後リリススクク（（平平均均））

改改訂訂日日：：２２００XXXX年年XXXX月月XXXX日日 RReevv..  NNoo..  XXXX 保保管管期期間間　　：：　　XX年年

レベル(判定基準参照） レベル(判定基準参照）

最最
終終
評評
価価 可可      　　　　・・        　　　　否否

※※対対策策後後リリススククがが““９９””以以下下ででああるるこことと。。
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添付資料　１１（機関部）

船船長長名名 CC//EE　　□□□□□□　　シシナナリリオオ タタイイトトルル：：

荒天対策の検討
③③　　対対策策、、措措置置実実施施後後のの発発生生頻頻度度・・重重大大性性のの評評価価

機関部の荒天対策に関するリスクアセスメント

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号）） 実実施施日日時時

船船　　名名 XXXXXXXX丸丸

最終重大性 ※リスク管理手順書表2 リスクの重大性を参考に1～4を選択

①健康/安全への影響 22

最終発生頻度※リスク管理手順書表1 リスクの発生頻度を参考にA～Eを選択

選択した発生頻度 33

操機長、操機手ｘ３名、操機員 x １名 ④財政への影響 11

計９名 ⑤安全管理システムへの影響 --

参参加加者者 ②環境への影響 --

C/E、1/E、2/E、3/E ③報道への影響 --

選択した発生頻度 33 “XX”で記入 ③の結果から最終リスクを

初期重大性 ※リスク管理手順書表2 リスクの重大性を参考に1～4を選択 “YY”で記入

　　　　　　　　　　　　①～⑤評価点の平均 22
①①　　対対策策前前のの初初期期発発生生頻頻度度・・重重大大性性のの評評価価

初期リスクの評価

初期発生頻度 ※リスク管理手順書表1 リスクの発生頻度を参考にA～Eを選択 ①の結果から初期リスクを 最終リスクの評価

①健康/安全への影響 44 発発生生頻頻度度
②環境への影響 --

55 44 33 22 11 リスク：高レベル③報道への影響 --

④財政への影響 44 11 リスク：中レベル

⑤安全管理システムへの影響 --
22 リスク：低レベル

　　　　　　　　　　　①～⑤評価点の平均 44

33 初期評価：“XX”
②②　　対対策策のの検検討討　　※手順書を参考に代替手段、防止対策、軽減措置を検討

44 最終評価：“YY”
代替手段

重重
大大
性性

改改訂訂年年月月日日 改改訂訂番番号号 保保存存期期間間：：　　XXXX年年

移動物の固縛

潤滑油の管理強化
④④　　最最終終評評価価のの検検証証　　※講じた対策、措置は適切で、リスクレベルは下がっているか？

防止対策
移動物の固縛

YYeess
傭船者と船舶管理会社との連絡体制強化

講じる対策案を実施することで、リスクレベルは中レベルまで下がる。

軽減措置
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添付資料　１２（事務部１）

作作業業前前リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号））
該該当当特特殊殊作作業業：： 評評価価実実施施日日時時　　　　：： ２２００２２11年年  ００４４月月  ００１１日日　　～～  　　　　月月  　　　　日日 作作業業区区分分　　：： 定定常常　　・・　　非非定定常常

参参加加者者　　　　　　：： 作作業業場場所所・・作作業業名名：： XXXXXXXXXX丸丸

①①予予想想さされれるる危危険険ととリリススククのの評評価価 ②②防防止止対対策策//軽軽減減措措置置とと対対策策後後ののリリススクク評評価価

人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他

個数 個数
平均 平均

リリススククレレベベルル変変化化 ⇒⇒ 上上記記のの通通りりリリススクク評評価価をを実実施施ししたた。。 リリススクク評評価価のの結結果果、、安安全全作作業業可可能能ででああるるここととをを確確認認ししたた。。 上上記記のの通通りり評評価価ししたたののでで、、対対策策をを実実施施願願うう。。

作作業業可可否否

作作業業責責任任者者署署名名  ：： 船船長長署署名名  ：： 所所属属とと氏氏名名  ::

レレベベルル判判定定：： LLLL １１～～２２（（非非常常にに低低いい）） LL ３３（（低低いい）） MM ４４～～９９（（中中位位）） HH １１００～～１１５５（（高高いい）） HHHH １１６６～～２２００（（非非常常にに高高いい））

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

荒荒天天航航行行対対策策　　（（　　甲甲　　・・　　機機　　・・　　事事　　））

△△△、　XXX、□□□

③③会会社社評評価価

リリススクク
（（ｃｃ××ｄｄ））

リリススクク
レレベベルル

採採用用対対策策
リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

発発生生頻頻度度
（（ｃｃ））

重重大大性性（（ｂｂ））

11

調調理理ココンンロロのの電電源源をを切切りり忘忘れれてて移移動動物物がが落落下下しし火火災災発発生生

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ））
予予想想さされれるる危危険険（（～～ななののでで、、～～ししてて、、〈〈トトララブブルルのの内内容容〉〉ににななるる））

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ）） リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

防防止止対対策策//軽軽減減措措置置

（ア. 本質的対策）

〇
（イ.  工学的対策）

移移動動物物のの固固縛縛

〇

（ウ.　管理的対策）

荒荒天天時時にに限限ららずず、、必必ずずココンンロロのの電電源源はは作作業業がが終終了了ししたたらら切切るる

22

居居住住区区内内ののロロッッカカーーやや共共有有部部（（食食堂堂ななどど））ののドドアアがが中中途途半半
端端にに閉閉めめらられれてておおりり、、動動揺揺ででドドアアがが動動きき、、指指をを挟挟んんでで負負傷傷
すするる

（ハザード）　 調調理理ココンンロロおおよよびび移移動動物物
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇

（ウ.　管理的対策）

荒荒天天時時にに限限ららずず、、ロロッッカカーーののドドアアはは閉閉鎖鎖。。食食堂堂ののドドアアののよよううにに開開けけ
たたままままののドドアアはは必必ずずスストトッッパパーーをを掛掛けけ、、ララッッシシンンググすするる

33

供供食食時時にに不不用用意意にに両両手手にに１１枚枚ずずつつ皿皿をを持持ちち、、動動揺揺でで転転倒倒しし
てて火火傷傷やや負負傷傷ををすするる

（ハザード）　 ドドアア
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇
（ウ.　管理的対策）

常常にに、、片片手手はは空空けけてておおくくよよううにに習習慣慣づづけけるる

44

食食堂堂床床面面がが濡濡れれてておおりり、、乗乗組組員員がが滑滑っってて転転倒倒。。負負傷傷すするる

（ハザード）　 熱熱いい皿皿
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇
（ウ.　管理的対策）

荒荒天天時時にに限限ららずず、、床床面面がが濡濡れれてていいなないい状状態態をを保保つつ

（ハザード）　 濡濡れれたた床床面面
（エ.　保護具等使用の対策）

合合　　　　計計((11～～４４ののみみ）） 合合　　　　計計((11～～４４ののみみ））

対対策策前前リリススクク（（平平均均）） 対対策策前前リリススクク（（平平均均））

改改訂訂日日：：２２００XXXX年年XXXX月月XXXX日日 RReevv..  NNoo..  XXXX 保保管管期期間間　　：：　　XX年年

レベル(判定基準参照） レベル(判定基準参照）

最最
終終
評評
価価 可可      　　　　・・        　　　　否否

※※対対策策後後リリススククがが““９９””以以下下ででああるるこことと。。
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添付資料　１３（事務部２）

作作業業前前リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号））
該該当当特特殊殊作作業業：： 評評価価実実施施日日時時　　　　：： ２２００２２11年年  ００４４月月  ００１１日日　　～～  　　　　月月  　　　　日日 作作業業区区分分　　：： 定定常常　　・・　　非非定定常常

参参加加者者　　　　　　：： 作作業業場場所所・・作作業業名名：： XXXXXXXXXX丸丸

①①予予想想さされれるる危危険険ととリリススククのの評評価価 ②②防防止止対対策策//軽軽減減措措置置とと対対策策後後ののリリススクク評評価価

人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他

個数 個数
平均 平均

リリススククレレベベルル変変化化 HH ⇒⇒ MM 上上記記のの通通りりリリススクク評評価価をを実実施施ししたた。。 リリススクク評評価価のの結結果果、、安安全全作作業業可可能能ででああるるここととをを確確認認ししたた。。 上上記記のの通通りり評評価価ししたたののでで、、対対策策をを実実施施願願うう。。

作作業業可可否否

作作業業責責任任者者署署名名  ：： 船船長長署署名名  ：： 所所属属とと氏氏名名  ::

レレベベルル判判定定：： LLLL １１～～２２（（非非常常にに低低いい）） LL ３３（（低低いい）） MM ４４～～９９（（中中位位）） HH １１００～～１１５５（（高高いい）） HHHH １１６６～～２２００（（非非常常にに高高いい））

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

荒荒天天航航行行対対策策　　（（　　甲甲　　・・　　機機　　・・　　事事　　））

③③会会社社評評価価

リリススクク
（（ｃｃ××ｄｄ））

リリススクク
レレベベルル

採採用用対対策策
リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

発発生生頻頻度度
（（ｃｃ））

重重大大性性（（ｂｂ））

55

食食事事テテーーブブルルのの荒荒天天対対策策をを実実施施せせずず、、食食事事中中にに皿皿がが移移動動。。
熱熱いい汁汁物物ががここぼぼれれてて乗乗組組員員がが火火傷傷すするる

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ））
予予想想さされれるる危危険険（（～～ななののでで、、～～ししてて、、〈〈トトララブブルルのの内内容容〉〉ににななるる））

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ）） リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

防防止止対対策策//軽軽減減措措置置

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇

（ウ.　管理的対策）

荒天対策指示がだされたら、濡れたシーツなどを利用して
テーブルの荒天対策実施

66

移移動動物物（（食食堂堂のの椅椅子子をを含含むむ））のの固固縛縛ををししななかかっったたののでで、、移移
動動ししててききたたももののがが当当たたっってて負負傷傷すするる

（ハザード）　 熱熱いい汁汁物物
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇
（ウ.　管理的対策）

移移動動物物はは全全てて固固縛縛すするる

77

食食料料庫庫がが整整頓頓さされれてておおららずず、、食食料料がが散散乱乱しし、、一一部部はは使使用用でで
ききななくくななるる

（ハザード）　 移移動動物物
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

〇
（ウ.　管理的対策）

常常時時整整理理整整頓頓

88

（ハザード）　 食料
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

（ハザード）　
（エ.　保護具等使用の対策）

合合　　　　計計((１１～～77）） 合合　　　　計計((１１～～77））

対対策策前前リリススクク（（平平均均）） 対対策策前前リリススクク（（平平均均））

改改訂訂日日：：２２００XXXX年年XXXX月月XXXX日日 RReevv..  NNoo..  XXXX 保保管管期期間間　　：：　　XX年年

レベル(判定基準参照） レベル(判定基準参照）

最最
終終
評評
価価 可可      　　　　・・        　　　　否否

※※対対策策後後リリススククがが““９９””以以下下ででああるるこことと。。
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添付資料　１４（事務部）

船船長長名名 △△△△△△　　シシナナリリオオ タタイイトトルル：：

荒天対策の検討
③③　　対対策策、、措措置置実実施施後後のの発発生生頻頻度度・・重重大大性性のの評評価価

事務部の荒天対策に関するリスクアセスメント

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号）） 実実施施日日時時

船船　　名名 XXXXXXXX丸丸

最終重大性 ※リスク管理手順書表2 リスクの重大性を参考に1～4を選択

①健康/安全への影響 11

最終発生頻度※リスク管理手順書表1 リスクの発生頻度を参考にA～Eを選択

選択した発生頻度 44

司厨長、司厨手、司厨員 ④財政への影響 11

計５名 ⑤安全管理システムへの影響 --

参参加加者者 ②環境への影響 --

Capt.、C/O ③報道への影響 --

選択した発生頻度 55 “XX”で記入 ③の結果から最終リスクを

初期重大性 ※リスク管理手順書表2 リスクの重大性を参考に1～4を選択 “YY”で記入

　　　　　　　　　　　　①～⑤評価点の平均 11
①①　　対対策策前前のの初初期期発発生生頻頻度度・・重重大大性性のの評評価価

初期リスクの評価

初期発生頻度※リスク管理手順書表1 リスクの発生頻度を参考にA～Eを選択 ①の結果から初期リスクを 最終リスクの評価

リスク：低レベル
　　　　　　　　　　　①～⑤評価点の平均 33

①健康/安全への影響 33 発発生生頻頻度度
②環境への影響 --

55 44 33 22 11

44 最終評価：“YY”
代替手段

リスク：高レベル③報道への影響 --

④財政への影響 -- 11 リスク：中レベル

⑤安全管理システムへの影響 --
22

改改訂訂年年月月日日 改改訂訂番番号号 保保存存期期間間：：　　XXXX年年

移動物の固縛

④④　　最最終終評評価価のの検検証証　　※講じた対策、措置は適切で、リスクレベルは下がっているか？

防止対策
移動物の固縛

YYeess
常時移動物は固縛する

講じる対策案を実施することで、リスクレベルは中レベルまで下がる。

軽減措置

重重
大大
性性 33 初期評価：“XX”

②②　　対対策策のの検検討討　　※手順書を参考に代替手段、防止対策、軽減措置を検討
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15　
A

丸
岸

壁
損

傷
　

事
故

に
至

る
ま

で
の

経
過

一
覧

表

添付資料　１５

通常の着岸操船 時時　　間間 速速力力 実実　　際際　　のの　　行行　　　　動動 誰誰

船橋
船首

船長・機関長
一航士・甲板長
・甲板員

機関中立
岸壁2,350ｍ手前（30L）で機関半速から中立運転。速力９.４ノット自
動操舵から手動操舵に切り替え

船長

船尾
機関室

三機士・二航士
一機士

ジョイスティック装置でベックツインシステムを操作して着岸操船をす
ることとし、操舵切り替えモードを遠隔操舵にするつもりで切り替えス
イッチを操作した。機関前進微速とした

船長

しかし、操舵切り替えスイッチはノノンンフフォォロローーアアッッププのの位位置置でで止止ままっってて
おおりり、、そそれれにに気気がが付付かかずず、、船船橋橋左左舷舷のの遠遠隔隔操操舵舵装装置置前前にに移移動動。。レレババーーをを
ひひととつつだだけけ操操作作ししてて遠隔操舵に切り替わった思った

船長

岸壁までおよそ船の長さの４倍の距離 船長

機関前進微
岸壁１００ｍ手前で、ジョイスティックを後方に倒し後後進進操操作作をを行行っったた
とと思思っったたがが、、実実際際ににははニニュューートトララルル（（ホホババーー））のの状状況況であった

船長

ジョイスティッ
クで後進とする 岸壁までの距離に気をとられ、ベックツインラダーの舵角指示器を見て

舵舵がが後後進進ににななっってていいるるここととをを確確認認ししななかかっったた
船長

前進行脚が落ちないので、機関回転数を上げて後進を効かせようとし
（（実実際際ににははニニュューートトララルル〈〈ホホババーー〉〉ななののでで効効果果ななしし））投錨した

船長

速力４.３ノットのまま、岸壁にほぼ直角に衝突 船長

バウスラスタで
とジョイス
ティックを使用
して回頭

A丸岸壁損傷事故　事故に至るまでの経過　一覧表

配配　　　　置置
岸岸壁壁ままででのの距距離離
（（船船のの長長ささ比比））

機関前進微速
速力調整・前後
進はベックツイ
ンラダーで行う
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添付資料 16　A 丸 事実関係の整理

添添付付資資料料　　１１６６
A丸　岸壁損傷事故
海海難難事事故故　　事事実実関関係係のの整整理理

DDaattee TTiimmee 人人・・所所属属 事事実実確確認認・・問問題題点点

1 11月XX日 12:00 船長
操舵切り替えモードを遠隔操舵にするつも
りで切り替えスイッチを操作したが、遠隔操
舵に変わってことを確認しなかった。

〇 △ 2

2 11月XX日 12:00 船長

操舵切り替えスイッチがノンフォローアップ
の位置で止まっていることに気が付かず
（遠隔操舵に切り替わらない）、船橋左舷の
操作スタンド前に移動。

〇 3

3 11月XX日 12:08 船長
岸壁までの距離に気をとられ、ベックツイン
ラダーの舵角指示器を見て舵が後進になっ
ていることを確認しなかった。

〇 1

4 11月XX日 12:08 船長
前進行脚が落ちないので、機関回転数を上
げて後進を効かせようとし（実際にはニュー
トラル〈ホバー〉なので効果なし）投錨した。

〇 4

5 XXXX XXXX 会社
重要機器の操作手順書を安全管理規定に
取り入れていなかった。

〇 5

事事故故原原因因のの評評価価　　：：　　原原因因のの大大ききいいももののかからら順順番番をを付付けけてていいるる

整整
理理
番番
号号

調調査査結結果果かからら見見たた問問題題点点

直直接接原原因因

事事
故故
原原
因因
のの
評評
価価

再再
調調
査査
要要
否否

不不
安安
全全
なな
行行
動動

不不
安安
全全
なな
状状
態態
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添
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料

17　
A

丸
 船

長
の

不
安

全
行

動
海海難難事事故故　　事事故故発発生生原原因因（（不不安安全全なな行行動動））　　：：　　AA丸丸　　岸岸壁壁損損傷傷事事故故 添添付付資資料料　　１１７７

①
場
面
行
動

②
面
忘

③
周
縁
的
動
作

④
考
え
事
・
悩
み
事
・
家
庭
の
問
題

⑤
無
意
識
行
動

⑥
危
険
感
覚
・
感
受
性

⑦
近
道
反
応

⑧
省
略
行
為

⑨
憶
測
判
断

⑩
錯
誤
・
錯
覚

⑪
慣
れ

⑫
性
格

①
疲
労

②
睡
眠
不
足

③
ア
ル
コ
｜
ル
・
薬
物
・
疾
病

④
身
体
機
能

⑤
加
齢
・
老
化

①
欲
求
・
や
る
気

②
リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ
・
チ
｜
ム
ワ
｜
ク

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン

④
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

①
作
業
に
対
す
る
知
識
の
不
足
・
誤
っ
た
知
識

②
作
業
内
容
の
不
理
解
・
誤
っ
た
理
解

③
危
険
感
覚
が
な
い
・
認
識
が
な
い

④
作
業
手
順
の
間
違
い
・
忘
却

⑤
作
業
の
基
本
的
な
知
識
の
欠
如

①
作
業
に
不
慣
れ
・
経
験
が
少
な
い
・
技
量
が
な
い

②
練
習
を
し
て
い
な
い
・
訓
練
不
足

③
出
来
上
が
り
の
状
態
↓
程
度
が
わ
か
っ
て
い
な
い

①
作
業
に
対
す
る
構
え
が
で
き
て
い
な
い

②
故
意
に
よ
る
不
正
作
業
・
ル
｜
ル
違
反

③
不
正
作
業
を
隠
蔽
・
黙
認

④
保
護
具
の
未
着
用

①
作
業
前
の
健
康
確
認
の
未
実
施

②
ツ
｜
ル
ボ
ッ
ク
ス
ミ
｜
テ
イ
ン
グ
未
実
施

１
機
械
・
設
備
の
設
計
上
の
欠
陥

２
危
険
防
護
の
不
良

３
本
質
安
全
化
↓
設
計
・
人
間
工
学
的
配
置
の
不
足

４
人
間
工
学
的
配
慮
の
不
足

５
標
準
化
の
不
足

６
機
械
・
設
備
の
整
備
・
保
全
の
不
足
等

１
作
業
情
報
の
不
適
切

２
作
業
姿
勢
・
作
業
動
作
の
欠
陥

３
作
業
方
法
の
不
適
切

４
作
業
空
間
の
不
良

５
作
業
環
境
条
件
の
不
良

１
管
理
・
組
織
の
欠
陥

２
規
定
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
・
不
徹
底

３
安
全
管
理
計
画
の
不
良

４
教
育
・
訓
練
の
不
足

５
適
正
配
置
の
不
十
分

６
部
下
に
対
す
る
監
督
指
導
の
不
足

１
管
理
・
組
織
の
欠
陥

２
規
定
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
・
不
徹
底

３
安
全
管
理
計
画
の
不
良

４
教
育
・
訓
練
の
不
足

５
適
正
配
置
の
不
十
分

６
部
下
に
対
す
る
監
督
指
導
の
不
足

① 船長：遠隔操舵に変わったことを確認しな
かった

② なぜ確認しなかったのか 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③ なぜ切り替わらないことによる危険を感じなかったのか 〇 〇

④

⑤

⑥

① 船長：舵切り替えスイッチがノンフォロー
アップの位置で止まっていることに気が付
かないまま船橋左舷の操舵スタンド前に移
動

② なぜ確認しなかったのか 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③

④

⑤

⑥

① 船長 ： 舵角指示器を見て舵が後進になっ
ていることを確認しなかった。

② なぜ確認しなかったのか 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③

④

⑤

⑥

① 船長 ： 機関回転数を上げて後進を効かせ
ようとした

② なぜ舵角の再確認をしなかったのか 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③

④

⑤

⑥

① 会社 ： 手順書がない

② なぜ、重要機器の手順書を作成していなかったのか 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③

④

⑤

⑥

①には、事実関係で調査した直接要因を記入
②以降は「なぜなぜ分析により、根本原因を記載
する
その上で当てはまる要因に〇を記入していく
Man（人的要因）以外は、４M分類表の各項の小
項目番号を記入

１１　　心心理理的的要要因因 ２２　　生生理理的的要要因因 ３３　　職職場場的的要要因因
４４　　個個人人のの能能力力要要因因

４４－－１１　　知知識識不不足足 ４４－－２２　　技技能能不不足足 ４４－－３３　　職職務務態態度度不不良良

原原因因（（不不安安全全なな行行動動））

MMaann MMeeddiiaa MMaannaaggeemmeenntt

再
調
査
の
要
否

人人的的要要因因((本本船船・・船船主主//船船舶舶管管理理会会社社）） 機機械械設設備備のの欠欠陥陥やや故故障障なな
どど　　物物理理的的要要因因

人人とと機機械械ををつつななぐぐ媒媒体体 管管理理要要因因・・組組織織

主主ととししてて本本船船 本本船船・・船船主主//船船舶舶管管理理会会社社 本本船船 船船主主//船船舶舶管管理理会会社社

５５　　健健康康・・
作作業業管管理理

MMaacchhiinnee

「 

責
任
を
持
つ
介
入
」
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海海難難事事故故　　事事故故発発生生原原因因（（不不安安全全なな状状態態））：：AA丸丸　　岸岸壁壁損損傷傷事事故故 添付資料　１８

①
場
面
行
動

②
面
忘

③
周
縁
的
動
作

④
考
え
事
・
悩
み
事
・
家
庭
の
問
題

⑤
無
意
識
行
動

⑥
危
険
感
覚
・
感
受
性

⑦
近
道
反
応

⑧
省
略
行
為

⑨
憶
測
判
断

⑩
錯
誤
・
錯
覚

⑪
慣
れ

⑫
性
格

①
疲
労

②
睡
眠
不
足

③
ア
ル
コ
｜
ル
・
薬
物
・
疾
病

④
身
体
機
能

⑤
加
齢
・
老
化

①
欲
求
・
や
る
気

②
リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ
・
チ
｜
ム
ワ
｜
ク

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン

④
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

①
作
業
に
対
す
る
知
識
の
不
足
・
誤
っ
た
知
識

②
作
業
内
容
の
不
理
解
・
誤
っ
た
理
解

③
危
険
感
覚
が
な
い
・
認
識
が
な
い

④
作
業
手
順
の
間
違
い
・
忘
却

⑤
作
業
の
基
本
的
な
知
識
の
欠
如

①
作
業
に
不
慣
れ
・
経
験
が
少
な
い
・
技
量
が
な
い

②
練
習
を
し
て
い
な
い
・
訓
練
不
足

③
出
来
上
が
り
の
状
態
↓
程
度
が
わ
か
っ
て
い
な
い

①
作
業
に
対
す
る
構
え
が
で
き
て
い
な
い

②
故
意
に
よ
る
不
正
作
業
・
ル
｜
ル
違
反

③
不
正
作
業
を
隠
蔽
・
黙
認

④
保
護
具
の
未
着
用

①
作
業
前
の
健
康
確
認
の
未
実
施

②
ツ
｜
ル
ボ
ッ
ク
ス
ミ
｜
テ
イ
ン
グ
未
実
施

１
機
械
・
設
備
の
設
計
上
の
欠
陥

２
危
険
防
護
の
不
良

３
本
質
安
全
化
↓
設
計
・
人
間
工
学
的
配
置
の
不
足

４
人
間
工
学
的
配
慮
の
不
足

５
標
準
化
の
不
足

６
機
械
・
設
備
の
整
備
・
保
全
の
不
足
等

１
作
業
情
報
の
不
適
切

２
作
業
姿
勢
・
作
業
動
作
の
欠
陥

３
作
業
方
法
の
不
適
切

４
作
業
空
間
の
不
良

５
作
業
環
境
条
件
の
不
良

１
管
理
・
組
織
の
欠
陥

２
規
定
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
・
不
徹
底

３
安
全
管
理
計
画
の
不
良

４
教
育
・
訓
練
の
不
足

５
適
正
配
置
の
不
十
分

６
部
下
に
対
す
る
監
督
指
導
の
不
足

１
管
理
・
組
織
の
欠
陥

２
規
定
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
不
備
・
不
徹
底

３
安
全
管
理
計
画
の
不
良

４
教
育
・
訓
練
の
不
足

５
適
正
配
置
の
不
十
分

６
部
下
に
対
す
る
監
督
指
導
の
不
足

① 船長 ： 操舵切り替えモードを遠隔操舵に
するつもりで切り替えスイッチを操作した
が、遠隔操舵に変わったことを確認しな
かった

② なぜ確認できなかったのか 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③ なぜ警告音がならないのか 〇

④

⑤

⑥

① 会社 ： 重要機器の操作手順書を安全管
理規定に取り入れていなかった

② なぜ安全管理規定に取り入れていないのか 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

③ 〇

④

⑤

⑥

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

④

⑤

⑥

①には、事実関係で調査した直接要因
を記入
②以降は「なぜなぜ分析により、根本原
因を記載する
その上で当てはまる要因に〇を記入し
ていく
Man（人的要因）以外は、４M分類表の
各項の小項目番号を記入

１１　　心心理理的的要要因因 ２２　　生生理理的的要要因因 ３３　　職職場場的的要要因因
４４　　個個人人のの能能力力要要因因

４４－－１１　　知知識識不不足足 ４４－－２２　　技技能能不不足足 ４４－－３３　　職職務務態態度度不不良良

原原因因（（不不安安全全なな行行動動））

MMaann MMeeddiiaa MMaannaaggeemmeenntt

再
調
査
の
要
否

人人的的要要因因((本本船船・・船船主主//船船舶舶管管理理会会社社）） 機機械械設設備備のの欠欠陥陥やや故故障障なな
どど物物理理的的要要因因

人人とと機機械械ををつつななぐぐ媒媒体体 管管理理要要因因・・組組織織

主主ととししてて本本船船 本本船船・・船船主主//船船舶舶管管理理会会社社 本本船船 船船主主//船船舶舶管管理理会会社社

５５　　健健康康・・
作作業業管管理理

MMaacchhiinnee

「 

責
任
を
持
つ
介
入
」
 

添
付

資
料

18　
A

丸
 不

安
全

状
態
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海海難難事事故故　　４４MM５５EE分分析析・・対対策策表表（（不不安安全全なな行行動動））　　：：　　AA丸丸岸岸壁壁損損傷傷事事故故 添付資料　１９
MMaann MMaacchhiinnee MMeeddiiaa

人人 設設備備・・機機器器 作作業業・・環環境境≒≒人人とと機機械械ををつつななぐぐ媒媒体体

本本船船・・船船主主//船船舶舶管管理理会会社社 主主ととししてて本本船船 本本船船・・船船主主//船船舶舶管管理理会会社社 本本船船 船船主主//船船舶舶管管理理会会社社

船長の不安全行動３項目は、全て共通した直接 誤った操作を行っても、警告しない 重要機器の取り扱い手順書が不備 重要機器の取り扱い手順書が不備

危危険険要要因因 原因がある

（（直直接接原原因因とと間間接接・・根根本本原原因因）） ①　場面行動（本船速力と岸壁までの距離だけ

　　に一点集中）

②　面忘（同時に複数の行動は取れない）

③　周縁行動（いつもの癖〈慣習的動作〉不注意）

⑤　無意識行動

⑥　危険感覚・感受性 

⑦　近道反応（先を急ぐ）
⑧　省略行為　：　臨時作業や疲労によるルール違反

⑨　憶測判断　：　主観的判断・希望的観測（思い込み）

⑪　慣れ　：　誤った成功体験（不注意）

EEdduuccaattiioonn
教教育育・・訓訓練練

知知識識・・技技能能・・意意識識・・情情報報付付与与等等

EEnnggiinneeeerriinngg
技技術術・・工工学学

工工学学的的対対策策

EEnnffoorrcceemmeenntt
指指導導・・徹徹底底・・強強制制 各船でマニュアルや手順書を作成

規規定定化化、、手手順順化化、、注注意意喚喚起起、、賞賞罰罰
KKYYTT・・キキャャンンペペーーンンななどど

EExxaammppllee
事事例例・・対対策策・・規規範範 再発防止対策研修の実施

率率先先垂垂範範、、成成功功体体験験、、
模模範範事事例例紹紹介介、、ヒヒヤヤリリハハッットトななどど

EEnnvviirroonnmmeenntt
環環境境

作作業業環環境境・・社社内内組組織織・・
船船内内組組織織ななどど

人は間違える・忘れることがあるので、機器
がそれを補助する設備を設置

重要機器に関する現場指示書のような手順
書を作成し、安全管理規定に取り入れる

手順書の作成に関わる。また、他の船長などへ
の体験談を元にした訓練の講師を担当させる

MMaannaaggeemmeenntt

管管理理・・組組織織

ベテランなので、作業手順を遵守することの重要
性は十分認識しているはず。従って、心理要因に
気付くための訓練を受けさせる

誤った操作をした場合、ランプ点灯と警告音
が鳴るような装置が必要なので、改修する
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海海難難事事故故　　４４MM５５EE分分析析・・対対策策表表（（不不安安全全なな状状態態））　　：：　　AA丸丸　　岸岸壁壁損損傷傷事事故故 添添付付資資料料　　２２００
MMaann MMaacchhiinnee MMeeddiiaa

人人 設設備備・・機機器器 作作業業・・環環境境≒≒人人とと機機械械ををつつななぐぐ媒媒体体

本本船船・・船船主主//船船舶舶管管理理会会社社 主主ととししてて本本船船 本本船船・・船船主主//船船舶舶管管理理会会社社 本本船船 船船主主//船船舶舶管管理理会会社社

誤った操作を行っても、警告しない 重要機器の取り扱い手順書が不備 重要機器の取り扱い手順書が不備
危危険険要要因因
（（直直接接原原因因とと間間接接・・根根本本原原因因））

EEdduuccaattiioonn
教教育育・・訓訓練練

知知識識・・技技能能・・意意識識・・情情報報付付与与等等

EEnnggiinneeeerriinngg
技技術術・・工工学学

工工学学的的対対策策

EEnnffoorrcceemmeenntt
指指導導・・徹徹底底・・強強制制 各船でマニュアルや手順書を作成 再発防止対策研修の実施

規規定定化化、、手手順順化化、、注注意意喚喚起起、、賞賞罰罰
KKYYTT・・キキャャンンペペーーンンななどど

EExxaammppllee
事事例例・・対対策策・・規規範範

率率先先垂垂範範、、成成功功体体験験、、
模模範範事事例例紹紹介介、、ヒヒヤヤリリハハッットトななどど

EEnnvviirroonnmmeenntt
環環境境

作作業業環環境境・・社社内内組組織織・・
船船内内組組織織ななどど

MMaannaaggeemmeenntt

管管理理・・組組織織

誤った操作をした場合、ランプ点灯と警告
音が鳴るような装置が必要なので、改修
する

人は間違える・忘れることがあるので、機
器がそれを補助する設備を設置

重要機器に関する現場指示書のような手
順書を作成し、安全管理規定に取り入れ
る
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添添付付資資料料　　２２１１

日日時時 動動静静 誰誰がが

①① 間間違違ええるる　　：：　　操操作作をを間間違違ええたた

④④ 気気がが付付かかなないい　　：：　　ススイイッッチチのの位位置置

⑥⑥ ひひととつつののここととししかか見見ええなないい　　：：

確確認認ししなないいまままま移移動動

⑦⑦ 先先をを急急ぐぐ　　：：　　着着岸岸操操船船作作業業にに気気ををととらられれたた

④④ 気気がが付付かかなないい　　：：　　舵舵角角各各指指示示器器

⑥⑥ ひひととつつののここととししかか見見ええなないい　　：：

⑦⑦ 先先をを急急ぐぐ　　：：　　着着岸岸操操船船作作業業にに気気ををととらられれたた

⑨⑨ 思思いい込込みみ　　：：　　後後進進操操作作でで機機器器がが作作動動ししてていい

　　　　　　　　　　　　　　　　  るるとと思思いい込込んんででいいたた

④④ 気気がが付付かかなないい　　：：　　舵舵角角各各指指示示器器

⑥⑥ ひひととつつののここととししかか見見ええなないい　　：：

機機関関後後進進ししかか考考ええてていいなないい

⑪⑪ パパニニッッククににななるる

12:09 事故発生 船長

正正常常性性ババイイアアスス　　：：　　自自分分だだけけはは大大丈丈夫夫だだとと思思うう心心理理

岸壁までの距離に気をとられ、ベックツインラ
ダーの舵角指示器を見て舵舵がが後後進進ににななっってていいるるここ
ととをを確確認認ししななかかっったた。。

④④ 確確証証ババイイアアスス　　：：　　自自分分にに都都合合のの悪悪いい情情報報をを取取ろろううととししなないい

前進行脚が落ちないので、機関回転数を上げて後
進を効かせようとし（実際にはニュートラル〈ホ
バー〉なので効果なし）投錨した。

④④ 確確証証ババイイアアスス　　：：　　自自分分にに都都合合のの悪悪いい情情報報をを取取ろろううととししなないい

③③

12:08 岸壁100ｍ手前 船長

岸壁１００ｍ手前で、ジョイスティックを後方に
倒し後後進進操操作作をを行行っったたとと思思っったたがが、、実実際際ににはは
ニニュューートトララルル（（ホホババーー））のの状状況況であった。

速力４.３ノットのまま、岸壁にほぼ直角に衝突。

人人間間のの特特性性・・ヒヒュューーママンンエエララーーとと心心理理学学　　：：　　AA丸丸　　岸岸壁壁衝衝突突事事故故

行行動動（（ヒヒュューーママンンエエララーー）） 人人間間のの特特性性 心心理理的的要要因因

12:00 第５防波堤通過前 船長

ジョイスティック装置でベックツインシステムを操作して
着岸操船をすることとし、操舵切り替えモードを遠隔操
舵にするつもりで切り替えスイッチを操作した。

④④ 確確証証ババイイアアスス　　：：　　自自分分にに都都合合のの悪悪いい情情報報をを取取ろろううととししなないい
しかし、操舵切り替えスイッチがノノンンフフォォロローー
アアッッププのの位位置置でで止止ままっってていいるるここととにに気気がが付付かかずず
（遠隔操舵に切り替わらない）、船橋左舷の操作
スタンド前に移動。 添

付
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添付資料　２２

作作業業前前リリススクク評評価価表表　　（（管管理理番番号号））
該該当当特特殊殊作作業業：： 評評価価実実施施日日時時　　　　：： 作作業業区区分分　　：： 定定常常　　・・　　非非定定常常

参参加加者者　　　　　　：： 作作業業場場所所・・作作業業名名：： AA丸丸

①①予予想想さされれるる危危険険ととリリススククのの評評価価 ②②防防止止対対策策//軽軽減減措措置置とと対対策策後後ののリリススクク評評価価

人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他 人人身身事事故故 そそのの他他

10 0 8 40

個数 2 0 2 2 個数
平均 5.0 0.0 4.0 20.0 平均 5.0 0.0 1.4 7.0

5 4 20 HH 5 0 2 10 H

リリススククレレベベルル変変化化 HH ⇒⇒ MM 上上記記のの通通りりリリススクク評評価価をを実実施施ししたた。。 リリススクク評評価価のの結結果果、、安安全全作作業業可可能能ででああるるここととをを確確認認ししたた。。 上上記記のの通通りり評評価価ししたたののでで、、対対策策をを実実施施願願うう。。

作作業業可可否否

作作業業責責任任者者署署名名  ：： 船船長長署署名名  ：： 所所属属とと氏氏名名  ::

レレベベルル判判定定：： LLLL １１～～２２（（非非常常にに低低いい）） LL ３３（（低低いい）） MM ４４～～９９（（中中位位）） HH １１００～～１１５５（（高高いい）） HHHH １１６６～～２２００（（非非常常にに高高いい））

会会社社名名 安安全全管管理理シシスステテムム 管管理理番番号号

航航海海計計画画　　（（　　甲甲　　・・　　機機　　・・　　事事　　））　　　　AA丸丸　　岸岸壁壁損損傷傷事事故故

△△△、　XXX、□□□

③③会会社社評評価価

リリススクク
（（ｃｃ××ｄｄ））

リリススクク
レレベベルル

採採用用対対策策
リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

発発生生頻頻度度
（（ｃｃ））

重重大大性性（（ｂｂ））

11

遠隔操縦装置の切り替えがリモート以外の位置でも、遠隔操
縦装置のジョイスティックが動くので、思い違いといった
ヒューマンエラーを誘発する 5 4 20 HH

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ））
予予想想さされれるる危危険険（（～～ななののでで、、～～ししてて、、〈〈トトララブブルルのの内内容容〉〉ににななるる））

発発生生頻頻度度
（（aa））

重重大大性性（（ｂｂ）） リリススクク
（（aa××bb））

リリススクク
レレベベルル

防防止止対対策策//軽軽減減措措置置

5 1 5 M Y
（イ.  工学的対策）

5 2 10 M切り替え時に警告音が鳴るようにする

（イ.  工学的対策）

5 1 5 M遠隔操縦切り替えは、あえて二段階操作にする

（イ.  工学的対策）

5 1 5 M遠隔操縦に切り替えていないとジョイスティックが固定されるようにす
る。

繰り返しの研修を実施

22

操操舵舵装装置置のの切切りり替替ええミミスス、、操操舵舵モモーードドのの確確認認ををししなないいまままま船船橋橋左左
舷舷のの遠遠隔隔操操縦縦装装置置前前にに移移動動、、舵舵角角指指示示器器のの表表示示をを確確認認ししななかかっっ
たたとといいうう３３つつののヒヒュューーママンンエエララーーがが発発生生 5 4 20 HH

5 M（ハザード）　 遠隔操縦装置切り替えスイッチとジョイスティック
（ウ.　管理的対策）

5 1

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

5 2 10 H繰繰りり返返ししのの訓訓練練とと再再教教育育、、手手順順書書ややママニニュュアアルルのの構構築築

33

（ハザード）　 人間の特性と心理的要因
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

44

（ハザード）　
（エ.　保護具等使用の対策）

（ア. 本質的対策）

（イ.  工学的対策）

（ウ.　管理的対策）

（ハザード）　
（エ.　保護具等使用の対策）

合合　　　　計計((１１～～44）） 合合　　　　計計((１１～～44））

対対策策前前リリススクク（（平平均均）） 対対策策前前リリススクク（（平平均均））

改改訂訂日日：：２２００XXXX年年XXXX月月XXXX日日 RReevv..  NNoo..  XXXX 保保管管期期間間　　：：　　XX年年

レベル(判定基準参照） レベル(判定基準参照）

最最
終終
評評
価価 可可      　　　　・・        　　　　否否

※※対対策策後後リリススククがが““９９””以以下下ででああるるこことと。。
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